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富士山を壊すのは誰？
「富士山登山鉄道構想」が観光立国日本をダメにする
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●「富士山登山鉄道」は無責任な行政による富士山への「いじめ」だ ●原風
景を守れば守るほど、観光客は集まる ●噴火、雪崩、風害など災害リスクを
想定外に扱う行政の欺瞞性 ●大規模開発こそ世界遺産登録抹消につなが
る  ●登山道の劣化、そして汚される富士山 ●市民の力を結集して、富士山
にしかない自然の魅力、信仰性を守れ ●富士山の魅力が詰まったゼロ合目
から登る富士吉田口登山道ガイド ●観光客の分散化は鉄道がなくても可能 
●登山鉄道は目先の利益にもならない
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「富士山登山鉄道構想」が観光立国日本をダメにする
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顧問。グラウンドワーク三島では地元の汚れた源兵衛川の自然回復運動に取り組み清流として甦らせ、
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